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諮問事項及び結果 

１ 私立学校の設置 

（１）中学校 １件 

学 校 名 瀬戸ＳＯＬＡＮ
そ ら ん

学園中等部 

所 在 地 瀬戸市道
どう

泉町
せんちょう

７６番地１ 

申 請 者 学校法人 ＳＯＬＡＮ
そ ら ん

学園 理事長 長尾
な が お

 幸彦
ゆきひこ

 

内   容 

入学定員（学級数） 総定員（学級数） 

７８人（３） ２３４人（９） 

結   果 可とする。 

 

 （２）専修学校 １件 

学 校 名 Ｈ
えいち

＆
あんど

Ａ
えー

国際ビジネス専門学校 

所 在 地 名古屋市中村区 椿 町
つばきちょう

１１番２号 

申 請 者 学校法人志水会
しすいかい

 設立代表者 濱島
はまじま

 正好
まさよし

 

内   容 

課 程 学 科 名 
昼夜 

区分 

修業 

年限 

入学定員 

（学級数） 

総定員 

(学級数) 

文 化 教養 

専 門 課程 
文 化 教 養 科 昼 １年 ８０人（２） ８０人（２） 

商 業 実務 

専 門 課程 
総合ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 昼 ２年 ２００人（５） ４００人（１０） 

合 計 ２８０人（７） ４８０人（１２） 

結   果 可とする。 
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２ 私立学校の学科設置 

  高等学校 １件 

学 校 名 東邦高等学校（学科設置） 

所 在 地 名古屋市名東区平和
へ い わ

が丘
おか

三丁目１１番地 

申 請 者 学校法人東邦学園 理事長  榊󠄀 直樹
な お き

 

内   容 

課 程 学科名 
入学定員 

（学級数） 

収容定員 

（学級数） 

全日制課程 世界探究科 ４０人（１） １２０人（３） 

結   果 可とする。 

 

  

さかき 
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３ 私立学校の収容定員変更 

 （１）幼稚園 ３件 

学 校 名 うぐいす幼稚園 

所 在 地  名古屋市港区本宮町
ほんぐうちょう

五丁目１６番地 

申 請 者 学校法人 うぐいす学園 理事長 河村
かわむら

 暁
あきら

 

内   容 

区 分 
定員（学級数） 

新 旧 

満３歳児 ４０人（２） 

園則上の修業年限４年未

満学級として、３歳児と

の混合学級で対応 

３ 歳 児 ６９人（３） １２０人（５） 

４ 歳 児 ７０人（２） １２８人（４） 

５ 歳 児 ７０人（２） １２８人（４） 

合 計 ２４９人（９） ３７６人（１３） 

結   果 可とする。 

 

学 校 名 鳴海幼稚園 

所 在 地  名古屋市緑区鳴海
な る み

町
ちょう

字
あざ

向田
むかえだ

２７２ 

申 請 者 学校法人 鳴海学園 理事長 近藤
こんどう

 正伸
まさのぶ

 

内   容 

区 分 
定員（学級数） 

新 旧 

満３歳児 

園則上の修業年限４年未

満学級として、３歳児と

の混合学級で対応 

－ 

３ 歳 児 ３５人（１） ４０人（１） 

４ 歳 児 ３５人（１） ４０人（１） 

５ 歳 児 ３５人（１） ４０人（１） 

合 計 １０５人（３） １２０人（３） 

結   果  可とする。 
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学 校 名 上野台幼稚園 

所 在 地  東海市富木島町
ふ き し ま ま ち

西長口
にしながぐち

７０番地 

申 請 者 学校法人 中村学園 理事長 中村
なかむら

 彰
あき

良
よし

 

内   容 

区 分 
定員（学級数） 

新 旧 

満３歳児 

園則上の修業年限４年未

満学級として、３歳児と

の混合学級で対応 

園則上の修業年限４年未

満学級として、３歳児と

の混合学級で対応 

３ 歳 児 １２５人（５） １５６人（６） 

４ 歳 児 １２８人（４） １８０人（６） 

５ 歳 児 １２８人（４） １８０人（６） 

合 計 ３８１人（１３） ５１６人（１８） 

結   果  可とする。 

 

 （２）高等学校 ２件 

学 校 名 東邦高等学校 

所 在 地 名古屋市名東区平和
へ い わ

が丘
おか

三丁目１１番地 

申 請 者 学校法人 東邦学園 理事長 榊󠄀 直樹
な お き

 

内   容 

区分 課程 学科名 
入学定員 
（学級数） 

収容定員 
（学級数） 

新 

全日制 

普通科 
５２０人 
（１３） 

１，５６０人 
（３９） 

美術科 
８０人 
（２） 

２４０人 
（６） 

世界探究科 
４０人 
（１） 

１２０人 
（３） 

合 計 
６４０人 
（１６） 

１，９２０人 

（４８） 

旧 

全日制 
普通科 

５６０人 
（１４） 

１，６８０人 

（４２） 

美術科 
８０人 
（２） 

２４０人 

（６） 

合 計 
６４０人 
（１６） 

１，９２０人 

（４８） 

結   果 可とする。 

さかき 
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学 校 名 桜丘高等学校 

所 在 地 豊橋市南牛
みなみうし

川
かわ

二丁目１番地の１１ 

申 請 者 学校法人 桜丘学園 理事長 満田
み つ だ

 康一
こういち

 

内   容 

区分 課程 学科名 
入学定員 
（学級数） 

収容定員 
（学級数） 

新 

全日制 普通科 
５９５人 
（１５） 

１，７８５人 

（４５） 

合 計 
５９５人 
（１５） 

１，７８５人 

（４５） 

旧 

全日制 
普通科 

５６０人 
（１４） 

１，６８０人 

（４２） 

音楽科 
３５人 
（１） 

１０５人 

（３） 

合 計 
５９５人 
（１５） 

１，７８５人 

（４５） 

結   果 可とする。 

 

 （３）各種学校 ３件 

学 校 名 名古屋ＹＭＣＡ日本語学院 

所 在 地 名古屋市西区花
はな

の木
き

一丁目１番１８号 

申 請 者 学校法人 名古屋ＹＭＣＡ学園 理事長 中村
なかむら

 隆
たかし

 

内   容 

学科名 昼夜区分 
定員（学級数） 

新 旧 

日本語科 

（１年コース） 

昼 

４０人（２） ４０人（２） 

日本語科 

（１年６月コース） 
４０人（２） ４０人（２） 

日本語科 

（２年コース） 
７０人（４） ２０人（１） 

合 計 １５０人（８） １００人（５） 

結   果 可とする。 
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学 校 名 名古屋ＡＩＵＥＯ
あ い う え お

国際学園 

所 在 地 名古屋市中村区中島町
なかじまちょう

一丁目４５番地 

申 請 者 学校法人 綾
りょう

訓
くん

学園 理事長 加藤
か と う

 綾乃
あ や の

 

内   容 

学科名 昼夜区分 
定員（学級数） 

新 旧 

進学２年コース 

昼 

１８０人（９） １２０人（６） 

進学１年９ヶ月コース １２０人（６） ８０人（４） 

進学１年６ヶ月コース １５０人（８） １００人（５） 

進学１年３ヶ月コース １１７人（６） ７８人（４） 

合 計 ５６７人（２９） ３７８人（１９） 

結   果  可とする。 

 

学 校 名 ＡＳＡＨＩ
あ さ ひ

文化学院 

所 在 地 名古屋市中川区山王
さんのう

三丁目１０番９号 

申 請 者 学校法人 ＡＳＡＨＩ
あ さ ひ

 ＡＣＡＤＥＭＹ
あ か で み ー

 理事長 日比野
ひ び の

 良太郎
りょうたろう

 

内   容 

学科名 昼夜区分 
定員（学級数） 

新 旧 

２年進学コース 

昼 

２２０人（１１） １２０人（６） 

１年６ヶ月進学

コース 
８０人（４） ８０人（４） 

合 計 ３００人（１５） ２００人（１０） 

結   果 可とする。 
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４ 学校法人の設立 

  専修学校を設置する学校法人 １件 

法 人 名 学校法人 志水会
しすいかい

 

所 在 地 名古屋市中村区 椿 町
つばきちょう

１１番２号 

申 請 者 学校法人 志水会
しすいかい

 設立代表者 濱島
はまじま

 正好
まさよし

 

内   容 学校法人を設立する。 

結   果 可とする。 
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審査事項及び結果 

 

１ 私立学校の収容定員変更計画 

高等学校 １件 

学 校 名 名城大学附属高等学校 

所 在 地 名古屋市中村区新富町
しんとみちょう

１丁目３番１６号 

計画提出者 学校法人 名城大学 理事長 立花
たちばな

 貞司
て い じ

 

内 容 

区分 課程 学科名 
入学定員 
（学級数） 

収容定員 
（学級数） 

新 

全日制 普通科 
６４０人 
（１６） 

１，９２０人 
（４８） 

合 計 
６４０人 
（１６） 

１，９２０人 

（４８） 

旧 

全日制 

普通科 
４８０人 
（１２） 

１，４４０人 

（３６） 

総合学科 
１６０人 
（４） 

４８０人 

（１２） 

合 計 
６４０人 
（１６） 

１，９２０人 

（４８） 

結 果 計画を進めることは適当である。 
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